
図1 日本水稲基幹155品種と育成地、写真は附属農場での様子

図2 「コシヒカリ」を共通親にした交雑実験集団の育成
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主要な日本水稲を収集しています。イネを観
察して新品種育成について一緒に考えていける
と嬉しいです。またICT技術やデジタルトラン
スフォーメーション(DX)技術も進めています。

作物学研究室 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/~crop_rice/index.html
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食料として重要なイネを使った多様性と遺伝解析
～ 新品種開発と栽培技術を目指して ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

イネは世界の人々を支える主要穀物の一つで
あり、新潟県を代表する農産物です。日本各地
には多様な形質(例 開花の早晩や収量性など)を
示す品種や系統があり、その遺伝様式や作用を
明らかにし、新品種の開発や栽培方法の確立を
目指しています。
日本全国からイネ約350品種・系統を収集し、
そのうち155の基幹品種を同一条件で毎年栽培
と形質評価をしています(図1) 。この基幹品種
は全ゲノム配列が決定されており、DNA配列の
差異は整備されています。この基幹品種集団を
使った遺伝解析もできるようになり、各形質に
関与する遺伝子が同定できました。
次に、日本の水田の1／3を占める品種「コシ
ヒカリ」を共通親とし、日本水稲の主要な品
種・系統と交雑して世代をすすめた、大規模な
実験集団を育成しました(図2参照、交配組合せ
は総計31、総計3,567系統で構成) 。この集団
も同一条件で毎年栽培と形質評価をして遺伝解
析を行っています。この集団の遺伝子型決定に
は次世代シークエンサーを使った技術を共同開
発しました。この集団を使って新品種育成のた
めに調査と選抜をおこない、夏場の暑さに負け
ない品種、酒米や新形質が付与された品種、関
連する栽培技術の確立を目指していきます。

数字は各地域で育成された
品種数を示す
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